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平成 29年度第２回燕市スポーツ推進審議会 会議録（要旨） 

 

 日  時  平成 30年１月 31日（水） 午後１時 30分 ～ ４時  

 

 会  場  会議 燕市役所 ４階 401会議室 

市内体育施設視察（燕北多目的武道場、吉田総合体育館） 

         

 

 出席委員  副会長  池 田 富 二    委 員  小 野 塚 正 史 

委 員  灰 野 正 宏    委 員  荻 原 一 郎 

委 員  竹之内佐美子    委 員  平 岡 浩 明 

委 員  皆 川 弘 保    委 員  丸 山 平 一 

 

 

 欠席委員  会 長  柴 山 義 榮    委 員  小 島 和 浩 

委 員  旭  朝 子    委 員  武 田 弘 子 

 

 

 事 務 局   教育長、教育次長、社会教育課長、スポーツ推進室長、副参事 

 

１ 開 会 

 

２ 副会長あいさつ 

 

３ 議 題 

   （１）平成 29年度スポーツ推進事業等の報告について 

      ① 指定管理者による体育施設の運営状況 ・・・・・・・・資料１ 

      ② 業務委託の状況    ・・・・・・・・・・・・・・・資料２ 

      ③ 主要事業について   ・・・・・・・・・・・・・・・資料３ 

ホストタウン推進事業(東京五輪キャンプ地誘致事業含む) 

スポーツ拠点化推進事業 

・波及効果促進推進事業(アスリート弁当) 

・フットパス 

④ 主なスポーツ施設整備状況について  ・・・・・・・・資料４ 

 

 （２）平成 30年度スポーツ推進事業等について  

    ① 主要事業(案)について  ・・・・・・・・・・・・・・資料５ 

     子どもの体力向上サポート事業 

東京ヤクルトスワローズカップ少年野球交流事業 

ホストタウン推進事業（東京五輪キャンプ地誘致事業含む） 

スポーツ拠点化推進事業 

②主なスポーツ施設整備予定について  ・・・・・・・・資料６ 

 

  ４ 閉会のあいさつ 燕市教育委員会 教育長 仲野 孝 

 

  ５ 閉 会 

 

 

会議録 次のとおり 
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（会議録概要）   

（事務局） 

これより、平成 29年度第２回燕市スポーツ推進審議会を開催させていただきます。 

最初に、スポーツ推進審議会副会長からご挨拶をお願いいたします。 

 

（副会長） 

本来ならば会長のご挨拶ですが本日、欠席となっております。 

代役をさせていただきますのでよろしくお願い致します。 

 

（事務局） 

ありがとうございました。 

【配布資料の確認】 

【審議会条例に伴い副会長により議事進行】 

 

（副会長） 

それでは、議事に入ります。 

議題「（１）平成 29年度スポーツ推進事業等の報告状況について」事務局より説明を願います。 

 

（事務局） 

（１）平成 29年度スポーツ推進事業等の報告について 

資料１から資料４について説明 

① 資料１・・・指定管理者による体育施設の運営状況 

・体育施設の利用状況については、平成 28、29年度の 12月分の対比で吉田地区のみ 100% 

を切っている状況で、中学の部活の利用者数や大会利用者等が減少したことを説明。 

 平成 28、29年度の９ヶ月分の対比について３地区 100%以上、対比グラフの８月は、暑 

い時期の為、毎年減少となっていることを説明。 

   ・三地区体育館一般開放については、各地区趣向を凝らし利用者を確保し、前年度より利用

者が上回っている状況を説明。 

② 資料２・・・業務委託の状況について 

   ・スポーツ教室等の状況については、各地区で各種の教室を実施し、各地区とも述べ千人 

以上参加していることを説明。 

   ・健康ウォーク参加者については、「元気かがやき隊」「陸上教室」「サッカー教室」等の参

加で 300名の参加があったことを説明。 

   ・スポーツ指導者講習会について、年２回の開催内容を説明。 

③ 資料３・・・主要事業について 

・ホストタウン推進事業については、オリンピアンやトップアスリートによる講演や講習会

の開催、「あすチャレ！School」、交流事業の実施について説明。 

 ・波及効果促進業務委託事業については、４種類のアスリート弁当の作成、フットパスのコ

ース（３地域）作成について説明。 

④ 資料４・・・主なスポーツ施設整備状況について 

・スポーツ施設整備状況については、現在の進捗状況や完工施設について説明。 

 

（副会長） 

事務局より説明が終わりました。 

ご質問やご意見がありましたらお願いします。 

 

（委員） 

「ホストタウン事業」について 

  今年度、「あすチャレ！School」を実施してもらいました。 
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  燕中学校へ講師から来校して頂き、車いすバスケットボールの教室を行ってもらい有意義な開

催でありました。 

卒業生が高校で車いすバスケットボールを行っており、その生徒も OBとして参加しました。 

  生徒にとって見ると身近な先輩も頑張っているという姿勢が認識でき大変良かったです。 

  来年度も別の学校で開催してほしいとの話があります。 

有意義な会ですのでお願いしたいと感じています。 

 

（教育次長） 

 平成 30年度事業で開催させて頂く予定ですのでよろしくお願いいたします。 

 

（委員） 

「波及効果促進業務委託事業」について、「お弁当」を販売するとのことで良いことだと思い

ます。 

  弁当を利用する際には、どの様な手続きが必要で提供価格は、どの位なのかなどをお聞きした

い。 

 

（事務局） 

スポーツコミッションについて説明 

燕市体育協会内に地域おこし協力隊を配置し、地域スポーツコミッション部門を立ち上げ、一

食 700円で受注販売を行う予定です。 

現在、地域おこし協力隊を探しています。 

 

（委員） 

  試食しましたが、価格が気になる。 

  「アスリート弁当」と名目があるのでおおよそ 800キロカロリーとされているようですが、 

表示されているほうが「アスリート弁当」らしくて良いと思います。 

 

（事務局） 

  製品化された際には、明記いたします。 

 

（委員） 

  価格についてですが、大会で役員として参加した際には、経費の関係でおにぎり２個とかです

が、どの様な所へ提供するのか。 

  この様な弁当を食している大会は、あまりないのではないか。 

  どの様な方を対象として考えているのか。 

 

（事務局） 

  選手、役員などの皆さんからご利用して頂きたいと思っております。 

   

（委員） 

  弁当について 

「コンディショニング弁当」を試食しました。 

味は、美味しいですがご飯の量が多いと感じたので、役員と選手では、違いがあった方が良い

のではと感じた。 

 

（委員） 

私も試食しましたが、やはり量が多く感じた。 

量を減らし、値段を下げられたら良いのではないか。 
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（事務局） 

試食時にアンケートをお願いしておりますので、ご意見を聞きながら決定させて頂きたい。 

 

（委員） 

「アスリート弁当」なので、年配者には… 

 

（教育長） 

補足させて頂きます。 

燕市に大会や合宿が来ますが、体育館などの会場はあり、おいでいただくのは大いに結構なの

ですが、宿泊施設が無い。 

そこで、地場産の食材を使った「アスリート弁当」を提供することで地域にお金を落としても

らうことを考えています。 

アスリート弁当は、スポーツを行う方を中心に考えて、オリンピアンの管理栄養士の方に開発

をお願いしています。 

年配の方からみると少しカロリーが高い、量が多いというご意見もありました。 

販売時に量の調整もできると思いますが、値段は、変わらないと思われます。 

子どもから年配の方まで幅広くご利用頂きたいと思います。 

スポーツ大会だけでは無く、色々な会でも４種類ありますのでご利用頂ければと思います。 

容器についてもＰＲ出来る独自のものを作成予定です。 

 

（副会長） 

他にご質問やご意見はありませんか。 

無いようですので続けて説明をお願いします。 

 

（事務局） 

（２）平成 30年度スポーツ推進事業等について  

資料５、資料６について説明。 

’‘①資料５・・・主要事業（案）について 

      ・子どもの体力向上サポート事業については、ヘキサスロンの導入を３年間で市内全小学校

を終了し、30年度は先生方を対象とした講習会を行う予定であることを説明。 

 ・東京ヤクルトスワローズカップ少年野球交流事業については、30年度は燕市開催となるこ

とを説明。 

 ・ホストタウン交流事業については、29年度より開催の「あすチャレ！School」を説明。 

 ・スポーツ拠点化推進事業については、スポーツコミッション業務委託事業の内容について

説明。 

②資料６・・・主なスポーツ施設整備予定について 

 ・各施設の修繕改修等の予定状況について説明。   

 

【 説明終了 】 

 

（副会長） 

事務局の説明が終わりました、質問や意見はありませんか。 

 

（委員） 

分水武道館や分水地域交流センターに洋式トイレが出来て良くなっていますが、分水体育館の 

トイレについては、いかがでしょうか。 

 子どもたち（利用者）は、やはり近い方に洋式トイレがあった方が便利ですが、改修予定は無

いのでしょうか。 
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（事務局） 

  少しずつトイレ洋式化を進めている所です。 

  他の改修工事と合わせまして進めたいと考えております。 

 

 

（委員） 

スポーツコミッションの「地域おこし協力隊」これについては、今までの委託業務と別事業で

すか。 

   

（事務局） 

スポーツコミッション業務委託事業であり別事業です。 

 

（委員） 

地域おこし協力隊とは。 

市職員を派遣するものですか。 

 

（事務局） 

総務省が行っている事業です。 

  都会等から地域に来て頂き地域を活性化してもらうものです。 

 

（委員） 

  フットパスについて 

  マップを作成されたが現地に標識や表示等は設置されているのか、設置するのか。 

  マップを持参しコースをたどれば良いのか。 

  マップは、どうすれば入手できるのか。 

 

（事務局） 

  標識等を設置すると占有とかのからみも出て参りますので、現在は標識等の設置を考えており

ません。 

  ホームページにマップをアップし掲載しますし、各施設にも印刷したマップを設置いたします。 

 

（副会長） 

  他に何かありませんか。 

  せっかくの機会ですので、スポーツ推進に関しましてご質問やご意見等がありましたらお願い

いたします。 

 

（委員） 

  現在、中体連の関係で働き方改革ということを含め、学校の部活動の行い方を議論をしている

最中であります。 

  間もなく、スポーツ庁、新潟県の方から部活動のガイドラインが、年度内には発表されると思

われます。 

  土、日も含めた超過勤務となりますと、中・高校の教員の中には月々100時間を超えるという

職員もいます。 

  中には、趣味だから勤務じゃないという方もいますし、中には、負担に感じている方もいる。 

  働き方改革が必要ですし、根本的な見直しも必要に思います。 

  市当局も考えて頂いていると思います。 

  中・高校の部活の目的とは、指導要領に明記して有り、それに基づき行っております。 

  燕市は、スポーツが盛んで上位大会で活躍している生徒も多くいるという現実があり、地域住

民の方からも頑張ってほしいという思いも受け止めなければいけない部分があります。 

  そうすると相反するように思われますが、そうではなく、うまく時間を配分した中でやって行
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かなければならない部分と、根本的にここまでは部活動で、これ以降は社会体育と立場を変え行

っていくことも、今後必要なのではないのかと思っています。 

  ここにおられます審議委員の皆様方から意見等を頂きながら、どの様な体制が良いのか、子ど

もたちのためにやって行く必要があると思っています。 

  この様な現実であるということをご理解いただき、何かの機会にご指導頂ければありがたいと

思っています。 

 

（事務局） 

地域スポーツコミッションの「地域おこし協力隊」について説明をさせていただきました。 

  協力隊員の１名を探すのに、県内大学を訪問して説明するとともに、東京方面で実施された協

力隊の募集イベントに出席しております。 

探すのに苦慮している状態です。 

  協力隊の対象者は、首都圏であるとか旧新潟市に住所を有している者で、燕市に住所を移して

もらい活動してもらう方が対象になります。 

  年齢は、20代～40代を希望しています。 

  そのような方でこの様な仕事に興味をお持ちの方がいましたら、皆さんからご紹介いただけま

すよう、お願いをさせて頂きます。 

 

（委員） 

  中体連の部活について、現在、教育委員会とか中体連校長会とかで外部コーチとかを入れよう

という動きをメディアで見ていますが、どの様な感じでしょうか。 

  午後３時～５時に部活動を見てくれる方が簡単に見つからないのではと思いますが、いかかで

しょうか。 

  

（委員） 

  外部顧問制度が制度化され、今までの外部コーチと異なり、準公務員という部活動指導員制度

ということで明確になりました。 

  そういう立場の方がいるかというと、なかなかおりませんが、見附市で何人かおられます。 

  働き方改革を考えた時にそういう方を今後は本気になって探して行く、また養成をして行く形

で無いと 10 年前とか一時期社会体育へ移行しましたけれど、また学校活動に戻った経緯があり

ます。 

  その様な同じことが起きない様に、今回良い機会としてその様な制度が出来ると中体連として

もありがたいという思いがあります。 

  ガイドラインに組み込まれる様な話もありますが、まだ決まっておりません。 

 

（教育長） 

部活の指導員として外部コーチを燕市でも導入している。 

エキスパート事業で、得意分野ではない先生が顧問となっているところは専門種目の方を呼び

コーチをしてもらっており、教員免許、日本体育協会指導員資格などは、不要です。 

今後は、教員免許もしくは、日本体育協会スポーツ指導員の資格が必要になりそうで、燕市で

もその様な方が多くいるのかというと厳しい状況を委員は、説明しております。 

 現在のエキスパート指導員は、教員がいることを前提とし指導してもらう、今度の外部指導員

は、教員の代わりに行ってもらうものです。 

  今後、出てくれば導入する方向ですが、人材をご紹介いだければありがたいです。 

 

（副会長） 

  それでは、これで終了し進行を事務局にお渡しします。 

ありがとうございました。 

 

（事務局） 
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    ありがとうございました。 

  それでは、閉会にあたりまして、燕市教育委員会教育長より閉会のご挨拶を申し上げます。 

 

４ 閉会のあいさつ 

 

（教育長） 

委員の皆様、足もとの悪い中お集まりいただきありがとうございました。 

審議会は、平成 29年度の報告と 30年度の事業についてご説明をさせていただきました。 

副会長より進行をしていただきありがとうございました。 

いろいろなご意見を頂きました。 

スポーツ施設を良くしてほしいというご意見ご要望、「アスリート弁当」について少しでも良

い物にしてほしいというご意見、中学校の部活の在り方についてもご意見を頂きました。 

年２回の開催になっておりますが、十分かは分かりませんが、市のスポーツ推進審議会の委員

を務めて頂いております。 

会議に関わらず何かありましたらスポーツ推進室の方へご意見、ご要望をお伝えいただけたら

ありがたいと思います。 

今から 10年ほど前に、市は健康スポーツ都市宣言を宣言しております。 

スポーツ少年団を含めると子どもたちのスポーツに関わることが非常に多いということで人

口規模は、県内７番目ですがスポーツ少年団の加入率は、３番目となっております。 

体育施設利用につきましても利用者が少しずつ伸びているということは、市長が掲げている活

動人口について一定の成果があるのではないかと思います。 

今後とも皆様のご支援とご理解をお願いしまして、閉会のあいさつとさせていただきます。 

 

 

 

（事務局） 

これで終了させていただきます。 

本日は、大変ありがとうございました。 

 

５ 閉  会 

 


